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線状降水帯による大雨の可能性の
半日程度前からの呼びかけ

（6月１日～）
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線状降水帯に関する情報（令和3年度と令和4年度の取り組み）

令和3年6月～ 令和4年6月1日～
実況で線状降水帯が発生※1したら・・・
• 「顕著な大雨に関する情報」を発表
• 気象庁HP「雨雲の動き」等に赤楕円

を表示

1. 解析雨量（5kmメッシュ）において前３時間積算降水量が100mm以上
の分布域の面積が500km2以上

2. 1.の形状が線状(長軸・短軸比2.5以上)
3. 1.の領域内の最大値が150mm以上
4. 土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情報の基準を実況で超過（かつ大雨

特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキ
クルにおいて警報基準を大きく超過した基準を実況で超過

※1 発表基準

気象庁HP
「雨雲の動き」と
「今後の雨」
に赤楕円を表示

半日程度前に線状降水帯による大雨の
可能性がある程度高いと予想したら・・・
• 「気象情報」※2において地方予報区

単位で線状降水帯の可能性に言及

大雨に関する北陸地方気象情報
○年○月○日○時○分 新潟地方気象台発表

（見出し）
北陸地方では、○日夜には、線状降水帯が発生する可
能性があり、大雨災害発生の危険度が急激に高まるおそ
れがあります。
（本文）
…（中略）…
＜雨の予想＞
○日○時から○日○時までに予想される２４時間降雨

量は、いずれも多い所で、
○○県 ○ミリ
○○県 ○ミリ の見込みです。
線状降水帯が発生した場合は、局所的にさらに雨量が
増えるおそれがあります。
…（以下略）…

実況で発表
半日前程度の
予測で発表

顕著な大雨に関する沖縄本島地方気象情報 第１号
令和3年6月29日02時49分 沖縄気象台発表
（見出し）
本島北部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ
場所で降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪
水による災害発生の危険度が急激に高まっています。

※2 全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報

イメージ
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線状降水帯による大雨の可能性を半日前からお伝えします

令和４年６月１日から、「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすような線状降水帯
による大雨の可能性がある程度高い場合に、「気象情報」において、半日程度前から地方予報区
単位で呼びかけ、情報の充実をはかります。（地方予報区：全国を11ブロックに分けた地域）

※ 警戒レベル相当情報を補足する解説情報として発表します。

○日○時から○日○時までに予想される２４時間降雨量は、いずれも多い所で、

大雨に関する○○地方気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 〇〇気象台発表

（見出し）
○○地方では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度
が急激に高まる可能性があります。

（本文）
…（中略）…

［量的予想］
＜雨の予想＞
○日○時から○日○時までに予想される２４時間降雨量は、いずれも多い所で、
○○県 ○ミリ
○○県 ○ミリ
○○県 ○ミリ

の見込みです。
線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがあります。

…（中略）…

［補足事項］
今後発表する防災気象情報に留意してください。
次の「大雨に関する○○地方気象情報」は、○日○時頃に発表する予定です。

大雨が予想される際に発表される気象
情報に、線状降水帯発生の可能性に
ついて言及する

予想雨量と併せ、線状降水帯が発生
した場合にはさらに状況が悪くなる可能
性があることを伝える

※ 原則、「〇〇地方」と記載します。（全般・地方・府県）
※ 気象情報は、「大雨に関する気象情報」のほか、「台風第〇号

に関する情報」というタイトルで発表することもあります。
※ 05, 11, 17時頃以外は、見出しのみの発表とすることがあります。

大雨に関する〇〇地方気象情報 第〇号
〇年〇月〇日〇〇時〇〇分 〇〇気象台発表

（見出し）
○○地方では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大
雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。

（本文）
なし
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線状降水帯による大雨の可能性を伝えるのは半日前から6時間前

半日前

６時間前

線状降水帯
発生

数日~1日
程度前

大雨に関する〇〇気象情報 第1号
〇日から〇日にかけて大雨となるでしょう

大雨に関する〇〇気象情報 第〇号
○○地方では、 ○日夜には、線状降水帯
が発生して大雨災害発生の危険度が急激
に高まる可能性があります。

• 定性的内容
• 量的予想なしの場合あり
• 必要な地域に（全般、地方、府県）
気象情報

• 地方予報区単位
• 日中、夜、午前中、午後 など
• 5,11,17時頃以外は、見出し
のみの発表とすることも

• 全般、地方、府県気象情報

線状降水帯
による大雨
の可能性が
ある場合

線状降水帯というキーワードを使って呼びかける

大雨警報

土砂災害警戒情報

キキクル（警戒）

キキクル（危険）
顕著な大雨に関する気象情報 第1号
中越では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で
降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災
害発生の危険度が急激に高まっています。

• 実況で発表条件を満たせば自動
発表

• 一次細分区域単位
• 全般、地方、府県気象情報
• 「雨雲の動き」等に赤楕円表示

実際に発生
したら（発表
条件を満た
せば）

各情報の発表
基準に達すると
予想したら

警戒レベル3相当情報 → 高齢者等避難

警戒レベル4相当情報 → 避難指示 など

など

大雨のおそれ
があるとき

注：線状降水帯による大雨の可能性への言及や「顕著な大雨に関する情報」は警戒レベル相当情報を補足するものです

線状降水帯の発生の可能性に特化せ
ず、より具体に大雨の状況を解説
（「線状降水帯」という表現は用いない）
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キキクル（危険度分布）
「黒」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合

（6月30日～）
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キキクル（危険度分布）の課題
令和３年５月に災害対策基本法と「避難情報に関するガイドライン」が改正され※１、避難情報が変
更となったが、

① 警戒レベル4のカラーコードとキキクル（危険度分布）のカラーコードが一致していない。
② 大雨特別警報は、市町村単位で発表されるが、市町村は警戒レベル５緊急安全確保の発令対象

区域の判断が困難。

大雨・洪水警報 土砂災害警戒情報
警戒レベル３相当 警戒レベル４相当

キキクル：
警戒

キキクル：
非常に危険

危険度分布：※1

極めて危険（土砂災害）

警戒レベル５相当

キキクル：
極めて危険

大雨特別警報

高齢者等避難 避難指示
警戒レベル３ 警戒レベル４ 警戒レベル５

緊急安全確保

危険度分布：
警戒

※１ 「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）（令和3年5月）
大雨・洪水警報の危険度分布について今後技術的な改善を進め、警戒レベル５に相当する

危険度分布「黒」を新設するまでの間、危険度分布の「極めて危険（濃い紫）」を、大雨特別
警報が発表された際の警戒レベル５緊急安全確保の発令対象区域の絞り込みに活用する。

②キキクル「黒」が無く、市町村は警戒レベル５緊急安全
確保の発令対象区域の判断が困難。

①警戒レベル4のカラー
コードと一致していない。

警戒
レベル

警戒
レベル
相当
情報

今回の改善は
これに応える形
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キキクル（危険度分布）の改善（土砂キキクルのイメージ）

改善前 改善後 ・「黒」の新設（警戒レベル５相当に位置付け）
・「紫」の統合 （6月30日～）
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大雨特別警報（浸水害）の指標の改善
（6月30日～）
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大雨特別警報（浸水害）の指標（発表条件）の改善

以下の①又は②を満たすと予想され、かつ、さらに雨が降り続
くと予想される地域の中で、浸水キキクル又は洪水キキクルで
５段階のうち最大の危険度が出現している市町村等に発表

① 48時間降水量及び土壌雨量指数において、50年に一
度の値以上となった5km格子が、共に50格子以上まとまっ
て出現。
② 3時間降水量及び土壌雨量指数において、50年に一
度の値以上となった5km格子が、共に10格子以上まとまっ
て出現。
(ただし、3時間降水量が150mm以上となった格子のみをカ
ウント対象とする。)

大雨特別警報（浸水害）の指標（発表条件）
以下の①又は②を満たすと予想される状況において、当該格子が
存在し、かつ、激しい雨がさらに降り続くと予想される市町村等に発
表。
① 流域雨量指数の指標
流域雨量指数として定める基準値（洪水警報基準からの超過

率として都道府県毎に設定）以上となる１km格子が20個以上
まとまって出現。
② 表面雨量指数の指標
表面雨量指数として定める基準値（大雨警報（浸水害）基

準からの超過率として都道府県毎に設定）以上となる１km格子
が30個以上まとまって出現。

大雨特別警報（浸水害）の指標（発表条件）

＜課題＞
大雨特別警報（浸水害）を発表したが多大な
被害までは生じなかった事例が多くみられる（以下
は具体例）
・平成26年8月の三重県の大雨特別警報（浸水害）
・平成26年9月の北海道の大雨特別警報（浸水害）
・平成29年7月の島根県の大雨特別警報（浸水害）

また、多大な被害が発生したにも関わらず、大雨
特別警報（浸水害）の発表に至らなかった事例
もみられる。

＜改善のポイント＞
降水量と土壌雨量指数に替えて、浸水害との関連性がより強い
流域雨量指数と表面雨量指数を用いて大雨特別警報（浸水
害）の新たな指標を設定

＜期待される効果＞
大雨特別警報（浸水害）の対象地域を大幅に絞り込んだ発表
が見込まれる。
また、島しょ部など狭い地域への発表も可能となる。

警戒レベル５相当の情報としての信頼度を高め、
自治体の防災対応を強力に支援！

改善前 改善後 （6月30日～）
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大雨特別警報（浸水害）の発表について、5kmメッシュの降水量等を用いた手法から、
1kmメッシュの「危険度」を用いた手法へ改善。

「大雨特別警報（浸水害）の指標の改善」の概要

5kmメッシュ
降水量等

１kmメッシュ
の危険度

※大雨特別警報（土砂災害）については、すでに高解像度化と危険度の活用を実施済み（令和2年7月30日から全国的運用を開始）。

改善前 降水量及び土壌雨量指数の50年
に一度の値以上のメッシュの数

改善後 表面雨量指数と流域雨量指数
の基準値Ⅳ以上のメッシュの数

＜期待される効果＞
大雨特別警報（浸水害）の対象地域を大幅に絞り込んだ発表が見込まれる。
また、島しょ部など狭い地域への発表も可能となる。
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新指標では発表区域を大幅に絞り込むことができます

※栃木県日光市は１区域として扱う（分割前の状態）

○令和元年東日本台風における大雨特別警報（浸水害）の発表市町村（二次細分区域）の比較

新指標では発表区域を大幅に絞り込む中で、大規模な水害を高い確率で捕捉。

発表区域：219

これらの区域では、中小河川氾濫または内水氾
濫により被害棟数300以上かつ死者が発生

発表区域：31
（参考）洪水キキクル
出現したうちの
最大の危険度

注１：新指標の大雨特別警報（浸水害）は、中小河川の氾濫※及び内水氾濫を対象として発表。
注２：大河川の氾濫に関しては氾濫発生情報のみで警戒を呼びかける。

角田市

丸森町
石巻市

仙台市

郡山市

大子町

栃木市

佐久市

現行指標 新指標

※ 大規模な浸水害は、内水氾濫と河川氾濫の区別が難しいため、大雨特別警
報（浸水害）では、中小河川の氾濫も対象としています。
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指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表
（6月13日～）
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指定河川洪水予報「氾濫危険情報」の運用改善の概要

現在、指定河川洪水予報では、氾濫危険水位※１に到達したときに
氾濫危険情報を発表しています。

※１ 洪水により、相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

今般、国管理河川について、所定の水位※２に３時間先までに到達
する見込みの場合は、予測に基づき、いち早く氾濫危険情報を発表
する運用に改善します。

※２ 氾濫危険水位を上回る所定の水位
河川区域内で最も越水・溢水の可能性が高い箇所で氾濫が始まるときの
水位を、そこを受け持つ水位観測所における水位に換算したものを想定。

予測に基づく氾濫危険情報は、令和４年6月13日から提供予定で
す。
（上記の条件のほか、これまで通り、氾濫危険水位に到達した時にも氾濫危険情報を発表します。）
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河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考
となるよう、気象庁と国土交通省または都道府県が共同で、あらかじめ指定
した河川について、区域を決めて水位または流量を示して行う洪水の予報。

指定河川洪水予報とは

新潟県内の指定河川洪水予報対象河川

注：中ノ口川は県管理河川ですが、国管理河川の

信濃川下流と一つの予報文で発表しています。
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実況水位が氾濫危険水位に到達した場合に、
氾濫危険情報（警戒レベル４相当；避難指示の目安）を発表

指定河川洪水予報「氾濫危険情報」の運用
現在
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指定河川洪水予報「氾濫危険情報」の運用

３時間以内に
所定の水位に
到達を予測

改善後 従来の運用に加えて

氾濫する可能性のある水位

３時間先までの予測水位が所定の水位に
到達した場合に、氾濫危険情報（警戒レ
ベル４相当：避難指示の目安）を発表

より早い段階から警戒を呼
びかけることが可能となる
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指定河川洪水予報の表現の一部変更
予測に基づく氾濫危険情報の「見出し」と「主文」の表現の一部を変更

○○川氾濫危険情報

○○川洪水予報第7号
洪水警報
令和〇年8月14日1時50分
○○河川事務所・○○地方気象台 共同発表

【警戒レベル４相当情報［洪水］】○○川では、急激な水位の上昇により、氾濫のおそれあり

（主文）
【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。○○川の○○水位観測所（○○市）では、
急激な水位の上昇により、今後、氾濫危険水位を超過する見込みです。〇〇川では堤防決壊等による氾
濫のおそれがあり、○○市、○○市、○○町では浸水するおそれがあります。直ちに、市町村からの避難情
報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとってください。

～以下略

改善後 （6月13日～）従来の運用に加えて
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